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増額理由 増減金額

１ 北側道路交差点形状の見直し

（制動停止視距の確保や右折車線の確保などによる第１次緊急輸

送道路としての安全性の向上）

用地買収面積の増加、補強土壁工等の追加による増額
３０１百万円

２ 南側道路交差点形状及び法線の見直し

（制動停止視距の確保や右折車線の確保などによる第１次緊急輸

送道路としての安全性の向上）

１）トンネル延長の変更による減額

２）法面対策工の追加による増額

３）付替道路工の工法変更による増額

－４４３百万円

４６５百万円

８２０百万円

３ 橋梁下部工施工時の迂回路設置による増額 １００百万円

４ トンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再算定に伴う増額

（水量不足による取水水源の変更に伴う、管路敷設の延長、ポンプ

施設、大腸菌処理設備等の追加）

５３９百万円

５ トンエル掘削土の搬出先の変更による増額 ３６８百万円

合計 ２，１５０百万円

事業再評価事業再評価事業再評価事業再評価の実施理由の実施理由の実施理由の実施理由 （事業費の増額）（事業費の増額）（事業費の増額）（事業費の増額）
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新規評価時 ： 約45.0億円（H26)

今 回 ： 約66....5億円（H29） 約21.5億円増
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168（仮称）新阪本橋
L=106m

（仮称）阪本トンネル
L=約900m

B

B'

A

A'

一般国道一般国道一般国道一般国道168号阪本工区号阪本工区号阪本工区号阪本工区 L=1.4km

至新宮市

至五條市
五條市

大塔町阪本大塔町小代

対象事業（バイパス）一般国道その他の道路凡 例

１．北側１．北側１．北側１．北側道路交差点形状の道路交差点形状の道路交差点形状の道路交差点形状の見直し見直し見直し見直し
２．南側道路交差点形状及び法線の２．南側道路交差点形状及び法線の２．南側道路交差点形状及び法線の２．南側道路交差点形状及び法線の見直し見直し見直し見直し１）トンネル延長の変更による減額２）法面対策工の追加による増額３）付替道路工の工法変更による増額４４４４．．．．トンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再算定に伴うトンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再算定に伴うトンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再算定に伴うトンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再算定に伴う増額増額増額増額

（仮称）新阪本橋
L=106m

（仮称）阪本トンネル
L=約900m

３３３３．橋梁．橋梁．橋梁．橋梁下部工施工時の迂回路設置による下部工施工時の迂回路設置による下部工施工時の迂回路設置による下部工施工時の迂回路設置による増額増額増額増額５．５．５．５．トンエル掘削土の搬出先の変更によるトンエル掘削土の搬出先の変更によるトンエル掘削土の搬出先の変更によるトンエル掘削土の搬出先の変更による増額増額増額増額

付替道路工
法面対策工

事業再評価事業再評価事業再評価事業再評価の実施理由の実施理由の実施理由の実施理由 （事業費の増額）（事業費の増額）（事業費の増額）（事業費の増額）
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１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）

■一般国道168号は、和歌山県新宮市を起点とし、

大阪府枚方市に至る延長約188ｋｍ（奈良県域

約126ｋｍ）の幹線道路。

■奈良県域は全線が第１次緊急輸送道路に指定

されている。

■京奈和自動車道五條ICと、奈良県南西部とを

結ぶ重要な路線であり、日常生活や観光振興を

支えるうえで欠くことのできない道路。

一般国道168号

阪本工区

京奈和自動車道

至和歌山県新宮市

至大阪府枚方市

五條IC
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１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）

骨格幹線ネットワーク

（奈良県中南部）

出典：奈良県道路整備基本計画

■一般国道168号阪本工区は、奈良県南部に位置する延長約1.4kmの道路整備事業。

■本工区は、地域高規格道路である五條新宮道路の一部を形成し、奈良県道路整備基本計画

(平成26年7月)において、骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として重点

的な整備を推進する区間に位置づけられている。

一般一般一般一般国道国道国道国道168号号号号阪本阪本阪本阪本工区工区工区工区
L=1.4km

165

370309

16924

24 165南阪奈道路 大和平野部



１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）
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■一般国道168号阪本工区は、本県南西部の広域ネットワークを形成する幹線道路である。

■紀伊半島アンカールートである、地域高規格道路・五條新宮道路の一部を形成する本道路

を整備することで、本県南西部へのアクセス向上および地域の活性化、防災機能の向上を

図る。

五條市
宇宮原工区（国施行）延長1.2km（事業中）宇宮原BP（県施行）延長1.8km（開通）長殿道路（国施行）延長2.6km（事業中）辻堂BP（県施行）延長1.1km（事業中）延長3.0km（開通）阪本工区延長1.4km（事業中）
川津道路（県施行）延長3.2km（開通）風屋川津工区（国施行）延長5.5km（事業中）十津川道路（国施行）延長1.7km（事業中）延長4.3km（開通）十津川道路（県施行）延長1.7km（開通）

（終）奈良県五條市ご じょう し

（起）和歌山県新宮市しん ぐう し

五條新宮道路延長約130km

42

168

169

311

309

425

168

十津川村
天川村黒滝村下市町 川上村

上北山村下北山村野迫川村奈良県
高野町橋本市九度山町

田辺市 新宮市 紀宝町御浜町
熊野市北山村

位置図広域図

和歌山県
三重県

五條IC

奈良県内約90km和歌山県内約40km

紀伊半島アンカールート
国道１６８号（五条新宮道路）



２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要
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◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的 ◆事業◆事業◆事業◆事業概要概要概要概要

・緊急輸送道路ネットワークの機能強化

・医療活動の支援

・観光産業の支援

・走行性・交通安全性の向上

・道路交通の信頼性の向上

路線名 一般国道168号阪本工区事業区間 奈良県五條市大塔町小代～奈良県五條市大塔町阪本事業延長 1.4km構造規格 第３種第２級設計速度 60km/h計画交通量 約3,400台/日車線数 ２車線道路幅員 8.5m事業費 全体事業費 約66.5億円主要な構造物 トンネルL=約900m、橋梁L=106m事業の経緯 平成26年度 事業化◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造

対象事業（バイパス）一般国道その他の道路凡 例

橋梁部の断面図（B-B'）
0.5 3.5 8.0 0.53.5

※単位（m）
※単位（m）



供用済
供用済H29年度供用予定 一般国道168号辻堂バイパスL=4.1km

２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）
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■一般国道168号阪本工区は、五條市大塔町小代から五條市大塔町阪本に至る延長約1.4km

の道路。

■南側の辻堂バイパス（部分供用中）は平成29年度中に全線供用予定であり、本工区が五條

市内の国道168号における唯一の１車線区間となる。

◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図

53

732

53

至新宮市
天川村五條市

野迫川村
高野町 奈良県

和歌山県
733

49

おおとうちょう さかもとおおとうちょう こ だ い

写真1・2 阪本工区現道の状況（１車線）
写真3 辻堂バイパス供用済区間の状況（２車線）

①

猿谷ダム十津川
大塔町阪本
大塔町小代

③
②

③供用済供用済H29年度供用予定 一般国道168号辻堂バイパスL=4.1km

168

五條IC

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号阪本工区阪本工区阪本工区阪本工区L=1.4kmL=1.4kmL=1.4kmL=1.4km

国道168号
1車線
2車線

辻堂バイパス供用により
2222車線車線車線車線

1111車線車線車線車線

2222車線車線車線車線

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号阪本工区阪本工区阪本工区阪本工区L=1.4kmL=1.4kmL=1.4kmL=1.4km①②
168

53



34 311.00

0.90
0.97

0.000.200.400.600.801.001.20
0102030
405060

H22 H27五條市 五條市 奈良県
（千人） （対H22伸び率）

28 271.00
0.97
1.01

0.000.200.400.600.801.001.20
0102030
405060

H22 H27五條市 五條市 奈良県
（千台） （対H22伸び率）
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３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

◆五條市の自動車保有台数◆五條市の自動車保有台数◆五條市の自動車保有台数◆五條市の自動車保有台数

◆国道◆国道◆国道◆国道168168168168号の交通量号の交通量号の交通量号の交通量

出典：道路交通センサス

■国道168号現道の交通量は、増加傾向（対H22伸び率1.21） 。

■五條市の人口は、減少傾向（対H22伸び率0.90）。

■五條市の自動車保有台数は、減少傾向（対H22伸び率0.97） 。

出典：国勢調査 出典：奈良県統計年鑑

小型車交通量大型車交通量対H22伸び率
180 3911,632 1,8041,812 2,1951.00 1.21

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

01,0002,0003,000
H22 H27

（台/12ｈ） （対H22伸び率）

◆五條市の人口◆五條市の人口◆五條市の人口◆五條市の人口

※二輪車を含まない

交通量調査交通量調査交通量調査交通量調査地点地点地点地点五條市大塔町阪本五條市大塔町阪本五條市大塔町阪本五條市大塔町阪本
732

53

五條市168

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号阪本工区阪本工区阪本工区阪本工区53



３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

■一般国道168号阪本工区は、第１次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の

通行を確保すべき重要な路線。

■阪本工区の整備により、輸送拠点である五條ICと、災害管理対策拠点である五條市大塔支

所、野迫川村役場、十津川村役場との連携が強化されるものと期待される。

◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

10

309

53

168

第1次緊急輸送道路第2次緊急輸送道路凡 例

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号阪本工区阪本工区阪本工区阪本工区
五條五條五條五條IC

野迫川村役場野迫川村役場野迫川村役場野迫川村役場

十津川村役場十津川村役場十津川村役場十津川村役場
五條市大塔支所五條市大塔支所五條市大塔支所五條市大塔支所

169

425

阪本工区を代替する緊急輸送道路

がないため、途絶時には大きく迂回

することを強いられる。

阪本工区が途絶した場合、東西方向の

第2次救急輸送道路である高野天川線

も途絶し、野迫川村役場が緊急輸送道

路ネットワークから孤立。



五條市

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【医療活動の支援医療活動の支援医療活動の支援医療活動の支援】】】】
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■十津川村の人工透析患者や周産期妊婦は村外の病院に通院（うち人工透析患者5名、周産期妊婦6名は

阪本工区北側に通院）。阪本工区ではH24～H28において14回の雨量規制による通行止めが発生。

通行止め時は国道169号へ大きく迂回する必要が生じ、通院が困難となる。

■五條消防署大塔分署では、平成29年（10/24まで）の搬送件数が77件。ドクターヘリでの搬送を除く66件

について、国道168号を通行し南奈良総合医療センター（大淀町）等へ搬送。

■本工区の整備により、安定した医療サービスの提供に寄与するものと期待される。

◆五條消防署大塔分署の声

◆十津川村から五條方面への医療ニーズ◆十津川村から五條方面への医療ニーズ◆十津川村から五條方面への医療ニーズ◆十津川村から五條方面への医療ニーズ

十津川村
奈良県

十津川村役場十津川村役場十津川村役場十津川村役場
五條消防署五條消防署五條消防署五條消防署大塔分署大塔分署大塔分署大塔分署

橋本市民病院大阪府

和歌山県
奥村マタニティクリニック（橋本市）

南奈良総合医療センター（大淀町）

311

309

425

医療機関名 搬送件数(件)南奈良総合医療センター（大淀町） 50奈良県ドクターヘリ 11済生会御所病院（御所市） 4奈良医大救命救急センター（橿原市） 4その他 8合 計 77

◆五條消防署大塔分署救急◆五條消防署大塔分署救急◆五條消防署大塔分署救急◆五條消防署大塔分署救急搬送状況搬送状況搬送状況搬送状況出動件数 86件搬送件数 77件【搬送状況（平成29年（10/24まで））】【搬送件数が多い医療機関（平成29年（10/24まで））】至御所市・葛城市・橿原市

至新宮市

通院先 人数南奈良総合医療センター（大淀町） 3五條市の病院 1葛城市の病院 1新宮市の病院 7
【十津川村の人工透析患者の通院先（12名・平成28年5月現在）】

通院先 人数橋本市民病院（橋本市） 3奥村マタニティクリニック（橋本市） 3新宮市の病院 4田辺市の病院 2
【十津川村の妊婦の健診受診場所（12名・平成28年5月現在）】

至田辺市

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号

阪本阪本阪本阪本工区工区工区工区

168

169

169

迂回ルート通常ルート

出典：五條消防署大塔分署ヒアリング結果（H29.11）
◆五條消防署大塔分署の◆五條消防署大塔分署の◆五條消防署大塔分署の◆五條消防署大塔分署の声声声声出典：十津川村資料 搬送先はほとんど北側にあり、救急搬送時には阪本工区の区間を通ります。ドクターヘリもありますが、日没後や悪天候時は飛ぶことができず、国道168号が通れないと完全に孤立してしまいます。阪本工区の区間ではトンネルや橋が狭く、大型車がすれ違えずに渋滞ができています。また、カーブが多く隊員が車酔いしてしまうため、搬送中の車内での措置ができません。いつも繋がっている、安心できる道の整備をお願いしたいと思います。

十津川村役場 南奈良総合医療センター
阪本阪本阪本阪本工区なし工区なし工区なし工区なし135135135135分分分分阪本工区あり阪本工区あり阪本工区あり阪本工区あり迂回ルート迂回ルート迂回ルート迂回ルート256256256256分分分分3333分短縮分短縮分短縮分短縮

【十津川村役場から南奈良総合医療センターまでの所要時間】
迂回ルートに迂回ルートに迂回ルートに迂回ルートに対して対して対して対して124124124124分分分分短縮短縮短縮短縮132132132132分分分分



瀞峡果無集落十津川温泉 温泉地温泉歴史民俗資料館21世紀の森
笹の滝

野猿
谷瀬のつり橋

五條市
十津川村

奈良県
和歌山県

五條IC

野迫川村
309

425
169

311

168

天川村黒滝村

至新宮市

川上村
上北山村下北山村

一般国道一般国道一般国道一般国道168168168168号号号号

阪本阪本阪本阪本工区工区工区工区

169

371 十津川村への観光客のアクセスルートはほとんどが国道168号です。一度土砂崩れなどで通行止めとなれば、観光客数は激減してしまいますし、悪いイメージが付いて後々まで影響してしまいます。現在、十津川村・大阪府泉南市・和歌山県田辺市で「超広域観光圏事業」に取り組んでおり、関西国際空港からのインバウンドのツアー誘致を図っています。ツアーでは観光バスを使うため、大型車が円滑に通行できることが必要ですが、阪本工区は狭くてすれ違うことができず、渋滞や事故が発生しています。安全・円滑に通ることができる道路が整備されれば、観光客が不安なく来村することができ、観光入り込み客数の増加が期待できます。

728
647

693
760 754 782 783

0

200

400

600

800

1,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（千人/年）

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【観光産業の支援観光産業の支援観光産業の支援観光産業の支援】】】】

◆十津川エリアの観光地と周遊ルート◆十津川エリアの観光地と周遊ルート◆十津川エリアの観光地と周遊ルート◆十津川エリアの観光地と周遊ルート

■一般国道168号阪本工区は、十津川村への観光における主要なアクセスルート。

■平成23年9月の紀伊半島大水害では、国道168号に長期間にわたる通行規制が生じたため、

観光集客が大幅に減少。

■本工区の整備により、十津川エリアへのアクセスが向上し、地域の観光活性化が期待される。

12

出典：十津川村資料
【十津川村の観光入込客数の推移】

◆◆◆◆十津川村役場の声十津川村役場の声十津川村役場の声十津川村役場の声

出典：十津川村役場ヒアリング結果（H29.11）

平成23年9月の紀伊半島大水害により減少したものの、その後回復・増加傾向
【十津川村の外国人宿泊客数】平成28年度 429人
記録があるホテル昴では、外国人宿泊者数が平成26年度の38人から平成28年度は81人へと倍増
※うちホテル昴（十津川温泉）宿泊者数平成26年度 38人平成28年度 81人十津川村への観光客のアクセスルートのほとんどが国道168号

泉南市・関西国際空港方面

田辺市方面 425

H29ファムトリップ案内ルート※ファムトリップとは：ランドオペレーターを招聘し、観光ルートをめぐることで、旅行商品の作成、誘客の促進を図るもの。※ランドオペレーターとは：海外の旅行社から依頼を受け、現地にてホテル、バス、食事等の手配を行う会社。※十津川村・大阪府泉南市・和歌山県田辺市による「超広域観光圏事業」においてH29.11.14～17に実施。



追突
14%正面衝突

29%追越追抜時
29%

その他
14%

車両単独
14%

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【走行性・交通安全性の向上走行性・交通安全性の向上走行性・交通安全性の向上走行性・交通安全性の向上】【】【】【】【道路交通の信頼性の向上道路交通の信頼性の向上道路交通の信頼性の向上道路交通の信頼性の向上】】】】
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写真1 幅員が狭く、すれ違いが不可能なトンネル
①

写真2 岩盤崩落の危険性が高い箇所

写真3 路肩決壊状況（H18.3.13発生）
③

②

■一般国道168号に平行する現道は、幅員が狭いうえ線形不良箇所が多く、走行性が低い。また、

見通しが悪いこともあり、正面衝突などの死傷事故が発生（H22~H27の6年間で7件） 。

■現道には、地形が急峻で防災点検の要対策箇所が3箇所存在しており、落石・崩土の危険性が

高い。平成23年9月の紀伊半島大水害の際には、6日間の通行規制が発生。

■本工区のバイパス整備により、走行性・交通安全性の向上、および、道路交通の信頼性向上が

期待される。

◆国道◆国道◆国道◆国道168168168168号現道の事故の割合号現道の事故の割合号現道の事故の割合号現道の事故の割合

幅員が狭く見通しが悪いことから、正面衝突や追越追抜時の車両相互の事故が発生※平成22～27年の死傷事故件数の内訳（合計7件）

168

53

168

53

至 新宮市
③

①

至 五條ＩＣ・枚方市

②

幅員5.5m未満区間線形不良箇所（R=50m以下）凡 例防災点検要対策箇所既往災害発生箇所

一般国道１６８号阪本工区

橋梁区間
トンネル区間



３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点
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３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。※３ 新規評価時（H26）のB/C＝1.5より、以下の要因により1.2に変化した。・事業費が新規評価時の約45.0億円から約66.5億円に増となった。・ 「走行時間短縮便益」及び「走行経費減少便益」について、災害等による通行止めの実績が、新規評価時の
H20～H24の実績である「22日/年」に比べ、H24～H28の実績が「31日/年」と多くなったことで、これらの便益が増となった。

■算出条件等基準年 ：平成29年度検討期間 ：50年間現在価値算出のための社会的割引率交通量の推計時点 ：平成42年度推計に用いた資料 ：平成17年度道路交通センサス適用した費用便益分析 ：平成20年11月版マニュアル事業費 ：57.5億円（現在価値）維持管理費 ：861千円/km作成主体 ：奈良県
：4％

◆事業全体

◆残事業

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．５）
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
46.6億円 14.3億円 5.8億円 66.7億円

1.2 ※3費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

57.5億円 0.2億円 57.6億円
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
46.6億円 14.3億円 5.8億円 66.7億円

1.6費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

41.5億円 0.2億円 41.7億円



３．３．３．３．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点
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４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等

要望経緯

○平成29年度過疎対策予算要望書（知事要望）奈良県議会へき地教育・過疎対策議員連盟

紀伊半島アンカールートの早期整備促進を要望。

○平成29年度予算に対する要望書（知事要望）奈良県議会南部振興議員連盟

阪本工区の早期完成に努めることを要望。

○平成30年度県予算編成に向けての南部東部振興地域関係市町村要望事項（知事要望）

奈良県議会南部振興議員連盟

事業化された区間の早期進捗を要望。

事業の位置づけ

○奈良県道路整備基本計画（平成26年7月）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として位置づけ、重点的な整

備を推進。

○五條市都市計画マスタープラン（平成23年12月）

「なら半日交通圏道路網構想」を実現するため、国道168号を地域高規格道路（五條新

宮道路）として整備。

○十津川村 紀伊半島大水害復興計画 アクション・プラン（平成26年）

災害に強いインフラの整備として、いのちの道（国道168号）の早期整備を位置づけ。
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４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点

■平成28年度より工区南側の小代下トンネル抗口付近で、現道の付替道路工事を実施している。

■今年度は、付替道路工事を進めるとともに、11月より工区北側の大塔橋付近で橋梁工事に着手

している。

■平成29年10月時点の進捗は、事業進捗率38％、用地買収率34%。

■引き続き、残る用地買収やバイパス工事を進め、早期供用を目指す。

◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図

凡例【対象事業】部分供用事業中【その他道路】一般国道（直轄）一般国道主要地方道一般都道府県道
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５．新規事業採択時評価との比較５．新規事業採択時評価との比較５．新規事業採択時評価との比較５．新規事業採択時評価との比較

五條市

・世帯数 11,738世帯（H22）→11,199世帯（H27） 539世帯（4.6％）減

・人口 34,460人（H22）→30,997人（H27） 3,463人（10.0％）減

・自動車保有台数 28,321台（H22）→27,477台（H27） 844台（3.0％）減

国道168号

・交通量 1,812台/12h（H22）→2,195台/12h（H27） 383台/12h（21.1％）増

事業計画等

・事業進捗率 0％（H26）→38％（H29）

・用地進捗率 0％（H26）→34％（H29）

・事業費 約45億円（H26）→約67億円（H29） 約22億円増

・現道部との北側道路交差点形状の見直し

・現道部との南側道路交差点形状及び法線の見直し

・橋梁下部工施工時の迂回路設置

・トンネル工事に伴う水枯れ補償金額の再精査

・完了年次 平成32年度→平成34年度

費用便益比

・B/C 事業全体：1.5（H26）→1.2（H29）

残事業 ：1.5（H26）→1.6（H29）
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完

了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点

◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供

現在の計画で事業の進捗に問題がないため、代替案の検討は行わない。

◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、引

き続き関係機関協議等を着実に実施する。

トンネル工事により発生する建設発生土（残土）の有効利用とプレキャスト製品の採

用により、コスト縮減が期待される。

より一層コスト縮減に努めながら、引き続き事業を推進する。



７．対応方針（案）７．対応方針（案）７．対応方針（案）７．対応方針（案）
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 緊急輸送道路ネットワークの機能強化が図られる。

 医療活動が支援される。

 観光産業の活性化が期待される。

 国道168号の走行性及び交通安全性の向上が図られる。

 国道168号の災害時の信頼性の向上が図られる。

 費用便益費（B/C）は事業全体で1.2、残事業で1.6。

２．事業進捗の見込みの視点

一般国道168号阪本工区は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗

の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

 現在、用地買収及び付替道路工事他を実施中。事業進捗について大きな問題はない。

 引き続き事業を推進し、平成30年代半ばの事業完了を目指す。


